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一 

私
は
、
八
月
九
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
閣
僚
の
外
国
訪
問
の
戦
略
的
な
実
施
の
一
環
と
し
て
、
現
職
閣
僚
と

し
て
は
初
め
て
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
及
び
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
両
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・

ト
バ
ゴ
で
は
、
マ
ニ
ン
グ
首
相
、
ギ
フ
ト
外
相
、
首
相
の
夫
人
で
あ
る
マ
ニ
ン
グ
教
育
大
臣
、
ユ
イ
ル
＝
ウ
ィ

リ
ア
ム
ス
共
同
体
開
発
・
文
化
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
大
臣
と
、
ま
た
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
、
ボ
ラ
ー
ニ
ョ
ス
大
統
領
、

カ
ル
デ
ラ
外
相
、
テ
ラ
ン
家
族
大
臣
と
そ
れ
ぞ
れ
会
談
し
、
小
泉
総
理
か
ら
の
親
書
を
手
交
す
る
と
と
も
に
、

日
本
と
の
二
国
間
関
係
を
始
め
男
女
共
同
参
画
・
家
族
政
策
に
至
る
ま
で
幅
広
い
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

二 

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
は
、
カ
リ
コ
ム
（
カ
リ
ブ
共
同
体
）
諸
国
の
中
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
北
朝
鮮
と
も
国
交
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
日
本
と
カ
リ
コ
ム
諸
国
と
の
友
好
関
係
の
維
持
、
北
朝
鮮
の
拉

致
・
ミ
サ
イ
ル
問
題
の
解
決
、
国
連
安
保
理
改
革
へ
の
協
力
依
頼
等
を
行
い
、
首
相
及
び
外
相
の
理
解
を
得
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
同
国
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
を
産
出
す
る
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
非
加
盟
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
が

国
の
資
源
確
保
の
上
で
の
同
国
の
重
要
性
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
中
心
に
日
本
企
業
の
投
資

促
進
等
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 



三 

ニ
カ
ラ
グ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
も
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
問
題
に
関
す
る
中
米
統
合
機
構
首
脳
宣
言
の
発
出

に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
果
た
す
等
、
我
が
国
と
協
調
的
な
関
係
に
あ
り
、
拉
致
問
題
の
解
決
や
国
連
安
保
理

改
革
等
に
お
け
る
一
層
の
支
持
・
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
秋
の
大
統
領
選
挙
に
向
け
、
同
国
の

民
主
化
の
一
層
の
定
着
の
重
要
性
に
鑑
み
、
公
正
な
選
挙
の
た
め
の
資
金
協
力
等
を
表
明
し
た
と
こ
ろ
、
大
統

領
及
び
外
相
か
ら
強
い
感
謝
の
意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

四 

先
般
、
東
京
で
開
催
し
た
東
ア
ジ
ア
男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
会
合
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
側
か
ら
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
に
お
い
て
も
同
様
の
会
議
が
あ
り
、
今
後
そ
の
連
携
を
図
り
た
い
と
の

考
え
が
述
べ
ら
れ
る
等
、
両
国
か
ら
強
い
関
心
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

五 

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
は
カ
リ
コ
ム
十
四
カ
国
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
中
米
統
合
機
構
八
カ
国
の
一
員
と
し
て
、

各
地
域
の
国
連
で
の
意
見
表
明
等
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
閣
僚
訪
問
を
契
機

に
、
例
え
ば
、
こ
の
二
十
年
来
日
の
な
い
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
の
首
相
・
外
相
等
の
来
日
を
促
す
等
に
よ

り
、
戦
略
的
外
国
訪
問
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
の
在

外
公
館
に
つ
い
て
は
、
環
境
の
厳
し
い
遠
方
の
公
館
に
お
い
て
も
、
大
使
や
館
員
の
士
気
が
高
く
、
在
外
公
館

と
し
て
の
機
能
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
思
う
と
と
も
に
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
一
層

広
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 


